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要
旨

本
法
律
案
は
、
現
下
の
厳
し
い
雇
用
情
勢
に
か
ん
が
み
、
あ
ま
ね
く
労
働
者
の
生
活
及
び
雇
用
の
安
定
を
図
る
た
め
、
住
宅

か
ら
の
退
去
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
派
遣
労
働
者
等
に
対
す
る
援
助
等
を
行
う
と
と
も
に
、
雇
用
保
険
の
適
用
対
象
者
の
拡
大
、

基
本
手
当
の
受
給
資
格
要
件
の
改
正
、
基
本
手
当
の
日
額
の
引
上
げ
、
特
定
受
給
資
格
者
に
係
る
所
定
給
付
日
数
の
引
上
げ
、

国
庫
負
担
に
関
す
る
暫
定
措
置
の
廃
止
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一

住
宅
か
ら
の
退
去
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
派
遣
労
働
者
等
に
対
す
る
援
助
等

政
府
が
行
う
雇
用
安
定
事
業
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
を
追
加
す
る
。

１

解
雇
等
に
伴
い
雇
用
主
又
は
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
る
者
か
ら
提
供
さ
れ
て
い
た
住
宅
か
ら
の
退
去
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
派
遣
労
働
者
、
失
業
等
給
付
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ず
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
失
業
者
等
に
対
し
て
、

再
就
職
の
た
め
の
職
業
紹
介
及
び
職
業
指
導
、
公
営
住
宅
へ
の
入
居
に
お
け
る
特
別
の
配
慮
等
住
宅
へ
の
入
居
の
支
援
、

生
活
上
の
支
援
そ
の
他
必
要
な
援
助
を
一
体
的
に
行
う
こ
と
。

２

派
遣
労
働
者
等
に
住
宅
を
提
供
し
て
い
る
雇
用
主
又
は
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
る
者
で
あ
っ
て
、
当
該
派
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遣
労
働
者
等
を
そ
の
解
雇
等
の
後
も
引
き
続
き
当
該
住
宅
に
居
住
さ
せ
る
も
の
に
対
し
て
、
必
要
な
助
成
及
び
援
助
を
行

う
こ
と
。

二

失
業
等
給
付
の
拡
充
等

１

適
用
対
象
者
の
拡
大

派
遣
労
働
者
及
び
短
時
間
労
働
者
を
、
雇
用
保
険
の
適
用
対
象
者
と
す
る
。

２

基
本
手
当
の
受
給
資
格
要
件
の
改
正

基
本
手
当
の
受
給
資
格
要
件
に
つ
い
て
、
離
職
の
日
以
前
一
年
間
に
被
保
険
者
期
間
が
通
算
し
て
六
箇
月
以
上
で
あ
れ

ば
受
給
資
格
を
取
得
で
き
る
も
の
と
す
る
。

３

基
本
手
当
の
日
額
の
引
上
げ

基
本
手
当
の
日
額
を
、
四
千
二
百
十
円
未
満
の
賃
金
日
額
の
場
合
に
賃
金
日
額
の
百
分
の
百
を
乗
じ
て
得
た
金
額
と
し
、

四
千
二
百
十
円
以
上
一
万
二
千
二
百
二
十
円
以
下
の
賃
金
日
額
の
場
合
に
賃
金
日
額
の
百
分
の
百
か
ら
百
分
の
五
十
ま
で

の
範
囲
で
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
金
額
と
す
る
。

４

特
定
受
給
資
格
者
に
係
る
所
定
給
付
日
数
の
引
上
げ
等
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基
準
日
に
お
い
て
三
十
五
歳
以
上
四
十
五
歳
未
満
で
あ
る
特
定
受
給
資
格
者
の
算
定
基
礎
期
間
の
区
分
と
し
て
一
年
以

上
五
年
未
満
の
区
分
を
設
け
、
そ
れ
以
外
の
、
基
準
日
に
お
い
て
三
十
五
歳
以
上
六
十
歳
未
満
で
あ
る
特
定
受
給
資
格
者

の
す
べ
て
の
算
定
基
礎
期
間
の
区
分
に
係
る
所
定
給
付
日
数
を
、
そ
れ
ぞ
れ
三
十
日
延
長
す
る
。

５

特
定
受
給
資
格
者
の
範
囲
の
拡
大

雇
止
め
に
よ
り
離
職
し
た
者
を
特
定
受
給
資
格
者
と
す
る
。

６

短
期
雇
用
特
例
被
保
険
者
の
範
囲
の
拡
大

同
一
の
事
業
主
に
引
き
続
き
被
保
険
者
と
し
て
雇
用
さ
れ
る
期
間
が
一
年
未
満
で
あ
る
雇
用
に
就
く
派
遣
労
働
者
を
、

短
期
雇
用
特
例
被
保
険
者
と
す
る
。

７

特
例
一
時
金
の
額
の
引
上
げ

特
例
一
時
金
の
額
を
、
基
本
手
当
の
日
額
の
六
十
日
分
と
す
る
。

８

国
庫
負
担
に
関
す
る
暫
定
措
置
の
廃
止

失
業
等
給
付
に
要
す
る
費
用
に
係
る
国
庫
の
負
担
額
に
つ
い
て
、
本
来
の
額
の
百
分
の
五
十
五
と
し
て
い
る
暫
定
措
置

を
廃
止
す
る
。
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三

施
行
期
日
等

１

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
一
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
超
え

な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

経
過
措
置
そ
の
他
所
要
の
規
定
を
整
備
す
る
。


